
（鹿児島市山下町14-50）

（開場／午後12:30～）
開演

会場

開会の挨拶：秋葉 澄伯 （鹿児島大学名誉教授／日本学術会議第二部会員）

講　　　演
座　　　長：

閉会の挨拶：片田 範子（関西医科大学看護学部設置準備室教授／日本学術会議第二部会員）

第１部

（公社）日本医師会　（公社）日本歯科医師会
（公社）日本薬剤師会　（公社）日本建築士会連合会
NPO法人 日本主婦連合会　日本生活協同組合連合会
かごしま健康・省エネ住宅推進協議会

(一社)健康・省エネ住宅を推進する国民会議 後  

援
主  

催

in

第３回
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第２部 いのちをまもり健康を育む住まいを考える
【パネルディスカッション】 テーマ

午後1:00から午後4:00まで

かごしま県民交流センター 県民ホール

竹下 達也（和歌山県立医科大学医学部教授）

住まいと親子の健康 ～胎児期から小児期にかけて～
鈴木 孝太 （愛知医科大学医学部衛生学講座教授）

住まいと生活習慣病
伊香賀 俊治 （慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科主任教授／日本学術会議連携会員）

災害時における住まいの安全
宮野 道雄 （大阪市立大学特任教授・学長補佐）

災害時の仮設住宅と健康
吉野 博 （東北大学総長特命教授／日本学術会議第三部会員）

平成29年

月 日11 2
【木曜日】

市民公開講座 入場無料



健康・省エネシンポジウム かごしまin

開催プログラム

13:00

13:10

15:00

15:10

開 会 挨 拶 鹿児島大学名誉教授／日本学術会議第二部会員 秋 葉  澄 伯 氏
講　　　演

座　　　長 和歌山県立医科大学医学部教授 竹 下  達 也 氏

閉 会 挨 拶 関西医科大学看護学部設置準備室教授／日本学術会議第二部会員 片 田  範 子 氏 
休　　　憩
パネルディスカッション

16:00 閉 会 挨 拶 産業医科大学 名誉教授 吉 村  健 清 氏

『いのちをまもり健康を育む住まいを考える』

メールの方はこちら↓

座　　　長 産業医科大学 名誉教授 吉 村  健 清 氏
 (一社)健康・省エネ住宅を推進する国民会議 理事長 上 原  裕 之 氏
パネリスト 名古屋大学名誉教授 那 須  民 江 氏
 愛知医科大学医学部衛生学講座教授 鈴 木  孝 太 氏
 慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科主任教授 伊香賀  俊治 氏
 大阪市立大学特任教授・学長補佐 宮 野  道 雄 氏
 東北大学総長特命教授/日本学術会議第三部会員 吉 野 　博   氏
 エコワークス株式会社 代表取締役社長 小 山  貴 史 氏

送付先 099-262-6722 info@tonan-lumber.co.jp
※ご記入いただいた情報は、当シンポジウム運営のために収集するもので、第三者への公開は致しません。また、事務連絡や関連事業のために利用する場合がございます。

事務局記入欄 お問合せ▶tel.099-262-6721
かごしま健康・省エネ住宅推進協議会事務局
（図南木材㈱内 鹿児島市谷山港1-2-4） 担当：いしおう

F
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X
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099-262-6722

参加申込書 赤枠内に記入のうえ、FAXまたはメールにてお申込みください。

団体・会社名／ご連絡先

備　考

ご参加者名 ※複数の場合は全員の氏名をご記入ください

参加者全員分の氏名が
書ききれない場合などは
こちらにご記入ください

（役職）（氏名）

（役職）（氏名）
ご連絡先　（　 　　　　）   　　　　ー

住居建材には多くの化学物質が使用されて
いる。妊婦の住居環境や喫煙行動あるいは
受動喫煙が学童期のアレルギーに及ぼす
影響について考える。 鈴木 孝太 氏

講　師

伊香賀 俊治 氏

講　師

宮野 道雄 氏

講　師

吉野 博 氏

講　師

スマートウェルネス住宅等推進調査事業
として行われた試行調査結果に基づき、住
まいの断熱性能と木質内装が血圧・睡眠・
身体活動量に与える影響などを紹介。

阪神・淡路大震災などの過去の災害におけ
る調査結果に基づき、災害時における住ま
いの安全について、また災害の事前、最中、
事後での対策を考える。

東日本大震災の後に建設された仮設住宅に
おける冬の寒さ、結露、カビの発生、夏の暑
さなどの問題の発生を踏まえて、今後の仮
設住宅の環境設計の課題について。

住まいと親子の健康 ～胎児期から小児期にかけて～ 住まいと生活習慣病

災害時における住まいの安全 災害時の仮設住宅と健康
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部


